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(57)【要約】
【課題】コンテンツタイプと媒体種別とに応じてグルー
プ化した各階層が含むコンテンツタイプと媒体種別とを
独立に表示するとともに、再生のために選択された階層
の表示を、残りの階層に表示に比較して、前面側に表示
して強調することで、任意の階層構造からコンテンツの
再生を指示可能な情報再生装置および情報再生方法を提
供する。
【解決手段】この発明の実施の一形態は、再生可能な媒
体の種別と再生可能なコンテンツの種別を抽出し、抽出
した媒体の種別を第１の表示領域に表示し、抽出したコ
ンテンツの種別を第２の表示領域に表示し、第１および
第２の表示領域のうち、選択指示を受けつけた表示領域
を非選択の表示領域に対して強調表示することにより、
ファイルの視認性を高め、容易な選択を可能とする情報
再生装置である。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体の種別を表示する第１の表示領域と、
　前記媒体が収容したコンテンツの種別を表示する第２の表示領域と、
　前記第１の表示領域または第２の表示領域のいずれかが選択された場合、選択された表
示領域の全てを強調して表示する表示制御手段と、
を有することを特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
　前記第１の表示領域は、再生可能な媒体を識別可能な複数の媒体表示区画を含み、任意
の媒体表示区画から選択された媒体表示区画は、前記第１の表示領域の長手方向の中央に
移動することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置。
【請求項３】
　前記第２の表示領域は、再生可能なコンテンツの種別を識別可能な複数のコンテンツ表
示区画を含み、任意のコンテンツ表示区画から選択された表示は、前記第２の表示領域の
長手方向の中央に移動することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段が出力する画像表示信号を映像信号として外部に出力する信号出力部
をさらに有することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置。
【請求項５】
　前記第１の表示領域と前記第２の表示領域への上記強調表示は、非選択側の表示領域と
比較して選択された表示領域の幅を広くすることを特徴とする請求項１記載の情報再生装
置。
【請求項６】
　上記強調表示は、選択された表示領域の幅全体で広くされることを特徴とする請求項５
記載の情報再生装置。
【請求項７】
　前記第１の表示領域と前記第２の表示領域への上記強調表示は、非選択側の表示領域と
比較して選択された表示領域が上層と視認可能に表示することを特徴とする請求項１記載
の情報再生装置。
【請求項８】
　上記強調表示は、選択された表示領域の幅全体に適用されることを特徴とする請求項７
記載の情報再生装置。
【請求項９】
　再生可能な媒体の種別と再生可能なコンテンツの種別を抽出し、　　
　抽出した媒体の種別を第１の表示領域に表示し、　　
　抽出したコンテンツの種別を第２の表示領域に表示し、　　
　第１および第２の表示領域のうち、選択指示を受けつけた表示領域を非選択の表示領域
に対して強調表示することを特徴とする情報再生方法。
【請求項１０】
　強調表示は、非選択側の表示領域に比較して選択された領域の幅を広くすることにより
実現されることを特徴とする請求項９記載の情報再生方法。
【請求項１１】
　強調表示は、非選択側の表示領域に比較して選択された領域が上層と視認可能に表示す
ることを特徴とする請求項９記載の情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、動画、静止画、音楽もしくは音声等のコンテンツを再生する情報再生装置
および情報再生方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ビデオデータ（音声あるいは音楽ファイル付動画ファイル）あるいはオーディオデータ
（音声ファイル）、もしくは静止画等のコンテンツ（番組またはタイトルと称されること
もある）は、例えばＤＶＤ（Digital Versatile Disk）規格の光ディスクや、半導体メモ
リ、例えばＳＤ（Secure Digital）カード、もしくは大容量メモリ、例えばＵＳＢ（Univ
ersal Serial Bus）メモリ等を媒体（メディア）として、視聴者（ユーザー）に提供され
る。なお、コンテンツの供給元としては、ネットワーク（ＬＡＮ）上に配信事業者が用意
するサーバや、放送事業者により提供される空間波が含まれる。
【０００３】
　一方、コンテンツは、データサイズ（メモリ使用量）を低減するため、例えばＭＰＥＧ
（Moving Picture Experts Group）－２、ＭＰＥＧ－４（Ｈ．２６４－ＡＶＣ）、ＷＭＡ
（Windows（登録商標）Media Audio）、ＭＰ３（MPEG Audio layer-3）あるいはＪＰＥＧ
（Joint Photographic Experts Group）等のさまざまな方式で圧縮される。
【０００４】
　上述のように、コンテンツの供給に用いられる媒体と圧縮方式の多様化に伴い、異なる
メディアに任意の圧縮方式で記録された圧縮されたコンテンツを再生できる情報再生装置
が既に実用化されている。反面、その操作性は、ＧＵＩ（Graphical User Interface）の
登場により向上しているが、ＧＵＩおよびその視認性については、改良が求められること
が少なくない。
【０００５】
　特許文献１（先行技術文献）には、２以上の階層からなる階層画面を切替えて表示する
階層画面切替え用のタブスイッチを有する表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１１１０７号公報、要約、図２、図３、段落［００１７］
～［００３２］
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１は、タブスイッチを２以上の群とし、それぞれの群を、同一軸線上からずら
した直交する方向に配置している。この配置は、画面表示（表示画面）の大きさが比較的
大きく、ユーザーが、直接、指をふれることによりタブスイッチを切替える場合には有益
である。なお、特許文献１においては、全ての階層は、直列的な順列が与えられている。
【０００８】
　しかしながら、ＧＵＩ画面の表示、例えばタッチパネル式のボタン表示（特許文献１に
おけるタブスイッチに相当する）の１つを、リモコン端末（リモートコントローラ）等に
より選択して制御指示を入力する場合、制御指示を入力するためのリモコン端末の操作が
煩雑になりやすいことが知られている。特に、比較的離れた位置に表示された２つ以上の
ＧＵＩ画面の表示を、交互に（または順に）選択するような制御指示が必要な場合、要求
されるリモコン端末の操作回数が増大する。このことは、入力間違い（必要な制御指示と
は異なる制御指示の入力）を引き起こす要因に他ならない。
【０００９】
　この発明の目的は、再生可能なコンテンツに適用されるコンテンツタイプとコンテンツ
を収容した媒体種別のそれぞれを、コンテンツタイプと媒体種別に応じてグループ化して
階層構造を構成し、各階層が含むコンテンツタイプと媒体種別とを独立に表示するととも
に、任意の階層構造からコンテンツの再生を指示可能な情報再生装置および情報再生方法
を提供することである。
【００１０】
　またこの発明の目的は、再生可能なコンテンツに適用されるコンテンツタイプとコンテ
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ンツを収容した媒体種別のそれぞれを、コンテンツタイプと媒体種別に応じてグループ化
して階層構造を構成し、各階層が含むコンテンツタイプと媒体種別とを独立に表示すると
ともに、任意の階層構造からコンテンツの再生を指示する制御指示における操作性が向上
可能な情報再生装置および情報再生方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明は、上記問題点に基づきなされたもので、媒体の種別を表示する第１の表示領
域と、前記媒体が収容したコンテンツの種別を表示する第２の表示領域と、前記第１の表
示領域または第２の表示領域のいずれかが選択された場合、選択された表示領域の全てを
強調して表示する表示制御手段と、を有することを特徴とする情報再生装置を提供するも
のである。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明の一つの実施の形態を適用することにより、再生可能なコンテンツに適用され
るコンテンツタイプとコンテンツを収容した媒体種別のそれぞれを、コンテンツタイプと
媒体種別に応じてグループ化して階層構造を構成し、各階層が含むコンテンツタイプと媒
体種別とを独立に表示するとともに、再生のために選択された階層の表示を、残りの階層
に表示に比較して拡大するとともに、前面側に表示して強調することで、再生指示である
制御指示の入力のための操作性が向上する。
【００１３】
　また、再生のために選択された階層の表示を、残りの階層に表示に比較して、前面側に
表示して強調することで、現在選択されている階層が、どの層から順に選択されたか示す
選択済み状態を表示できる（後から選択された層が拡大されて表示される）ため、現在選
択されているコンテンツやメディアを選択するまでの選択経路が、容易に理解できる機能
的な表示が得られる
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】この発明の実施の一形態が適用可能な情報再生装置（プレーヤ装置）の一例を示
す概略図。
【図２】図１に示した情報再生装置が出力する表示出力（「起動画面」）の一例を示す概
略図。
【図３】図２により説明した「起動画面」において選択された特定の機能、例えばメディ
アプレーヤ機能において、媒体とコンテンツとを独立して選択可能な制御指示の入力を受
けつける画面表示の一例を示す概略図。
【図４】図３により説明したメディアプレーヤ機能において、『第１のタブ（メディアタ
イプ表示領域）』を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツを主要したメデ
ィア（媒体）タイプが選択された状態を説明する概略図。
【図５】図３により説明したメディアプレーヤ機能において、『第２のタブ（コンテンツ
タイプ表示領域）』を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツのタイプが選
択された状態を説明する概略図。
【図６】図４および図５を用いて説明した第１および第２のタブの表示方式を変更する機
能を、ソフトウエア的に説明する概略図。
【図７】図６により説明した表示を変更する方法の別の実施の形態を、ソフトウエア的に
説明する概略図。
【図８】図４により説明したタブ表示の拡大（選択されたタブの表示の変更）において、
表示画面の向きが異なる一例を示す概略図。
【図９】図５により説明したタブ表示の拡大（選択されたタブの表示の変更）において、
表示画面の向きが異なる一例を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　以下、図面を参照して、本発明の実施の一形態について説明する。
【００１６】
　図１は、この発明の実施の一形態が適用される情報再生装置（プレーヤ装置）の一例を
示す。
【００１７】
　情報再生装置１は、例えばＤＶＤ（Digital Versatile Disk）規格の光ディスクや半導
体メモリ、例えばＳＤ（Secure Digital）カード、もしくは大容量メモリ、例えばＵＳＢ
（Universal Serial Bus）メモリ等を媒体（メディア）として供給される映像すなわちビ
デオデータ（音声あるいは音楽ファイル付動画ファイル）あるいはオーディオデータ（音
声ファイル）もしくは静止画等のコンテンツ（番組またはタイトルと称されることもある
）を再生するための光ディスクドライブユニット３、カードリーダ５、ＵＳＢ入力ポート
７を有する。
【００１８】
　光ディスクドライブユニット３は、ＤＶＤ規格およびＣＤ規格の光ディスクを再生可能
で、サポートしているファイルタイプ（コンテンツタイプ）は、動画として、例えばＭＰ
ＥＧ（Moving Picture Experts Group）－２やＭＰＥＧ－４（Ｈ．２６４－ＡＶＣ）等、
オーディオとして、例えばＷＭＡ（Windows Media Audio）、ＭＰ３（MPEG Audio layer-
3）、ＭＩＤＩ（Musical Instrument Digital Interface）データ等、および静止画とし
て、ＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等、である。
【００１９】
　カードリーダ５およびＵＳＢポート７は、同じく動画として、例えばＭＰＥＧ（Moving
 Picture Experts Group）－２やＭＰＥＧ－４（Ｈ．２６４－ＡＶＣ）等、オーディオと
して、例えばＷＭＡ（Windows Media Audio）、ＭＰ３（MPEG Audio layer-3）、あるい
はＭＩＤＩ（Musical Instrument Digital Interface）データ等、および静止画として、
ＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等を再生可能である。
【００２０】
　主制御ブロック９は、光ディスクドライブユニット３、カードリーダ５あるいはＵＳＢ
入力ポート７を経由して媒体（メディア）から供給されるコンテンツを、メモリユニット
（ワークメモリ）１１により再生する。なお、メモリユニット１１は、例えばＳＤＲＡＭ
（Synchronous DRAM，DRAM = Dynamic Random Access Memory）等に代表される書き換え
可能型のメモリである。また、コンテンツを再生するために用いるアプリケーション（プ
ログラム／プロトコル）等は、メモリユニット１１の所定の領域に格納（記憶）されてい
るが、新たなアプリケーションが供給された場合、プラグイン機能により、空き領域に（
そのアプリケーションを）収容可能である。
【００２１】
　主制御ブロック９は、媒体（メディア）から供給されるデータ、すなわちコンテンツを
取得するデータ取得部９ａ、取得したコンテンツのタイプ（種類）を、メディア（媒体）
と関連づけて表示するための「表示画像」を生成する表示生成部（タブ列生成部）９ｂ、
ユーザー操作に基いてユーザーにより選択されたメディアあるいはコンテンツを特定し、
表示生成部９ｂにより現在生成されている「表示画像」を変更するか否かを判断する選択
比較部（タブ列比較部）９ｃ、選択比較部９ｃにより新たに表示すべきと判断された「表
示画像」が表示生成部９ｂにより現在生成されている「表示画像」と異なる場合、新たな
「表示画像」の表示を指示する表示指示部（タブ列表示切替部）９ｄおよび表示生成部９
ｂが生成した「表示画像」を、外部に接続される映像表示装置１０１が表示可能に、『映
像信号』として出力する再生部９ｅを含む。
【００２２】
　なお、主制御ブロック９については、上述したデータ取得部９ａ、表示生成部９ｂ、選
択比較部９ｃ、表示指示部９ｄおよび再生部９ｅは、ユーザー操作に対応して映像表示装
置１０１に表示すべき「表示画像」に関する機能および対応する処理機構を抜き出して説
明したものであり、映像およびオーディオデータあるいは静止画の再生については、デー
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タ処理部（Digital Signal Processor，以下ＤＳＰと呼称する）１３が分担することはい
うまでもない。また、その詳細な処理方法やその処理に必要となる要求される構成は、周
知であるから詳細な説明は省略する。
【００２３】
　なお、主制御ブロック９へのユーザー指示（制御指示）すなわちユーザー操作入力は、
主制御ブロック９と接続されたユーザー操作入力部１５へのユーザーの直接入力、あるい
はリモートコントローラ（リモコン端末）Ｒによるリモコン受信部１７へのリモコン入力
のいずれかによる。また、主制御ブロック９は、図示しないが、ＯＳＤ（On Screen Disp
lay）ユニットを含み、例えばユーザー操作入力部１５またはリモコン受信部１７を介し
て入力された操作情報（制御入力）に対応する選択画面や操作画面を、出力部１９に接続
される映像再生装置１０１に表示可能に、出力する。
【００２４】
　ＤＳＰ１３は、詳述しないが、ビデオエンコーダ部、ビデオデコーダ部、オーディオエ
ンコーダ部、およびオーディオデコーダ部、等を含む。
【００２５】
　ＤＳＰ１３は、主制御ブロック９の制御に従い、例えば光ディスクドライブユニット３
にセットされたＤＶＤ規格あるいはＣＤ規格の光ディスクから読み込まれた情報すなわち
動画、オーディオ（音声）あるいは静止画等のコンテンツを処理し、再生する。なお、カ
ードリーダ５に装着されたメモリカードやＵＳＢ入力ポート７に接続されたメモリユニッ
トに格納されている情報についても同様である。また、ＤＳＰ１３は、光ディスクドライ
ブユニット３にセットされた光ディスクがＤＶＤ規格で、収容しているコンテンツがスト
リーム形式であるような場合についても、そのコンテンツを再生できることはいうまでも
ない。
【００２６】
　ＤＳＰ１３により処理された動画、オーディオあるいは静止画等は、出力部１９を経由
し、出力部１９と接続される映像再生装置１０１に、主制御ブロック９の制御に従い、適
宜、出力される。なお、映像再生装置１０１は、映像を再生するモニタ装置と音声（オー
ディオ）を再生するスピーカ装置とが一体に設けられたものであってもよいし、それぞれ
が独立して用意されているものであってもよい。また、モニタ装置とＡＶ（Audio Visual
）アンプ装置等の組み合わせであってもよいことはいうまでもない。
【００２７】
　ユーザー操作入力部１５は、図示しないが、情報再生装置１本体に設けられている操作
ボタン群により直接指示される（ユーザーからの）操作入力を受け付ける。例えば、情報
再生装置１本体に通常設けられている再生（ＰＬＡＹ）ボタンによる再生指示等が、ユー
ザー操作入力部１５により入力可能である。
【００２８】
　リモコン受信部１７は、リモコンＲを介してユーザーから指示される制御情報、例えば
コンテンツ供給元として選択可能な光ディスクドライブユニット３、カードリーダ５、あ
るいはＵＳＢ入力ポート７のいずれかを選択的に動作させる起動信号（制御指示）を受け
つける。なお、光ディスクドライブユニット３が選択された場合、挿入されるディスクの
種類に応じて、後段に説明するが［ＤＶＤプレーヤ］もしくは［ＣＤプレーヤ］のいずれ
かとして起動される。
【００２９】
　なお、ネットワークＮＴと接続可能な通信部２１が用意されることで、ネットワーク上
に位置するサーバや、別のプレーヤ装置をコンテンツ供給元とみなし、コンテンツを取得
することもできる。また、上述した各要素は、ハードウエアで実現するものであってもよ
いし、ＣＰＵ（マイクロコンピュータ）等を用いて、ソフトウエアで実現するものであっ
てもよい。
【００３０】
　図２は、図１を用いて概略を説明した情報再生装置において、起動時に、映像再生装置
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（モニタ装置）に向けて出力される『映像信号』の一例を示す。なお、図２に示す例は、
説明のため、実際に映像再生装置に表示される映像を模式化して示したものであり、本来
の映像信号とは異なる（場合を含む）。
【００３１】
　図示しない電源スイッチ（メインスイッチ）がオンされることで、イニシャライズ動作
が終了すると、図２に一例を示す「起動画面」と呼ばれる『表示』２０１を、表示可能な
映像信号がモニタ装置（映像再生装置）１０１に出力される。
【００３２】
　『表示』２０１は、例えばＤＶＤ（Digital Versatile Disc）規格の光ディスクから映
像および音声すなわち動画、あるいは静止画を再生可能な［ＤＶＤプレーヤ］を起動する
ための制御信号を入力可能な『表示』２１１、例えばＣＤ（Compact Disk）規格の光ディ
スクから音楽（オーディオ）または朗読等の音声を再生可能な［ＣＤプレーヤ］を起動す
るための制御信号を入力可能な『表示』２１３、例えばウィジェット（Widget）を起動す
るための制御信号を入力可能な『表示』２１５やユーザーガイド（User’s guide）を起
動するための制御信号を入力可能な『表示』２１７、および情報再生装置１が再生可能な
任意のメディアから任意のタイプのコンテンツを直接的に再生可能な［メディアプレーヤ
］を起動するための制御信号を入力可能な『表示』２１９等を含む。なお、各『表示』２
１１，２１３，・・・，２１９は、広義には、例えばパーソナルコンピュータ（ＰＣ）や
携帯端末において広く利用されている「アイコン（icon）」と同等である。
【００３３】
　それぞれの機能あるいはプログラムに対応する『表示』２１１，２１３，・・・，２１
９が表示される位置は、任意に設定される。なお、通常は、予め用意された初期位置（デ
フォルト位置）に位置されることは言うまでもない。また、それぞれの『表示』２１１，
２１３，・・・，２１９が表示される位置は、ユーザーの好み、すなわちユーザーが指定
する位置に移動可能である。
【００３４】
　図３は、図２により説明した「起動画面」において、メディアプレーヤ機能を起動する
『表示』が選択され、［メディアプレーヤ］が起動した状態の画面表示の一例を示す。な
お、「起動画面」は、ユーザーによるカスタマイズ（ユーザー毎のユーザーの希望を反映
した「起動画面」の設定）が可能であり、図８および図９に一例を示すように、再生可能
なコンテンツの一覧が表示されてもよい。なお、図３に示す例は、図２に示した例と同様
に、説明のため、実際に映像再生装置に表示される映像を模式化して示したものであり、
本来の映像信号とは異なる（場合を含む）。
【００３５】
　図３に示した［メディアプレーヤ］のメインメニュー（［メディアプレーヤ］が起動さ
れた際の非カスタマイズ（デフォルト）起動画面）３０１においては、再生中のコンテン
ツが静止画または動画である場合に、その再生像を表示する『画像表示領域』３１１、再
生中のコンテンツに付与されている名称、例えば動画や静止画である場合には番組名、静
止画である場合には個別の名称、音楽である場合には曲名等を表示する『タイトル表示領
域』３１３、再生中のコンテンツの供給元すなわちコンテンツを収容しているメディア（
媒体）の種別（タイプ）を表示する『メディアタイプ表示領域（第１のタブ）』３２１、
再生中のコンテンツの種別（タイプ）を表示する『コンテンツタイプ表示領域（第２のタ
ブ）』３３１、および選択されたメディアタイプとコンテンツタイプに従い、再生対象と
なるコンテンツの個別のファイル名を表示する『詳細情報表示領域』３４１が表示される
。なお、『詳細情報表示領域』３４１には、選択されたメディアタイプとコンテンツタイ
プとに応じて、例えば再生可能なコンテンツ（ファイル）が記録されていないことを報知
する「ＮＯ　ＦＩＬＥ」表示や選択されたメディアが用意されていないことを報知する「
ＮＯ　ＭＥＤＩＡ」表示等のアラート表示も表示される。
【００３６】
　『メディアタイプ表示領域（第１のタブ）』３２１と『コンテンツタイプ表示領域（第
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２のタブ）』３３１は、画面表示において、上下方向の概ね中央に２段に表示され、リモ
コン端末Ｒを介してフォーカスが当てられた（すなわち、図示しないリモコン端末が操作
され、画面表示されている第１のタブ３２１または第２のタブ３３１のいずれか一方を選
択する制御信号が入力された）際に、例えば輝度が増加され、もしくは色が変化される等
の視覚により認識可能な『フォーカス表示』が可能である。なお、『フォーカス表示』は
、リモコン端末Ｒにより選択されたタブが変更される毎に、すなわち『第１のタブ』３２
１と『第２のタブ』３３１が交互に選択されるごとに、選択されたタブの側に変更される
。なお、上述したフォーカスは、例えば周知のカーソルの移動とその位置の選択によって
も実現できる。
【００３７】
　一方、『フォーカス表示』状態において、リモコン端末Ｒにより、『第１のタブ』３２
１すなわちメディアタイプまたは『第２のタブ』３３１すなわちコンテンツタイプのいず
れかが選択された状態で、そのタブ内のいずれかの『表示』、すなわち『第１のタブ』３
２１のうちの『ＤＶＤ』表示３２３、『ＳＤ』表示３２５または『ＵＳＢ』表示３２７の
いずれか１つが、選択された場合、その『表示』が画面表示において、左右方向の概ね中
央に移動され、さらに輝度が増加される『ハイライト（Highlight）表示』等、に変更さ
れる。同じく『第２のタブ』３３１のうちの『Ｐｈｏｔｏ』表示３３３、『Ｖｉｄｅｏ』
表示３３５、あるいは『Ｍｕｓｉｃ』表示３３７のいずれか１つが、選択された場合、そ
の『表示』が画面表示において、左右方向の概ね中央に移動され、さらに輝度が増加され
る『ハイライト（Highlight）表示』等、に変更される。
【００３８】
　なお、任意のタブの選択および任意のコンテンツタイプまたはメディアタイプの選択は
、リモコン端末Ｒによりフォーカスが当てられた後、図示しないが［決定（あるいはＯＫ
）］ボタンがオンされることで、対応する制御信号が出力され、画面表示が変更される。
また、特定のタブすなわち『第１のタブ』３２１／『第２のタブ』３３１の一方を選択す
ることは実質的に、そのタブ内の任意の表示すなわち、『ＤＶＤ』表示３２３、『ＳＤ』
表示３２５、『ＵＳＢ』表示３２７、『Ｐｈｏｔｏ』表示３３３、『Ｖｉｄｅｏ』表示３
３５、あるいは『Ｍｕｓｉｃ』表示３３７のいずれかを選択し、決定する動作によって兼
用される。すなわち、『ＤＶＤ』表示３２３、『ＳＤ』表示３２５、『ＵＳＢ』表示３２
７、『Ｐｈｏｔｏ』表示３３３、『Ｖｉｄｅｏ』表示３３５、あるいは『Ｍｕｓｉｃ』表
示３３７のいずれかを選択するリモコン端末Ｒの操作に伴って、『第１のタブ』３２１と
『第２のタブ』３３１は、自動的に変更（選択）される。
【００３９】
　従って、リモコン端末Ｒの操作に従い、『第１のタブ』３２１内におけるメディアタイ
プ、あるいは『第２のタブ』３３１内におけるコンテンツタイプの選択に際して、どれを
選択しても、そのタブ内の中央に、選択されたメディアタイプあるいはコンテンツタイプ
の表示が移動される。
【００４０】
　なお、『第１のタブ』３２１と『第２のタブ』３３１との間の相互の切り替え、すなわ
ち［上向きの矢印］により規定される（現在選択されている（フォーカスが当てられてい
る）タブに対して）上側に位置するタブへの移動、または［下向きの矢印］により規定さ
れる（現在選択されている（フォーカスが当てられている）タブに対して）下側のタブへ
の移動については、［上向きの矢印］または［下向きの矢印］のいずれか一方の操作のみ
で、容易に切替えることができる。
【００４１】
　なお、任意のタブにおける左右方向の『表示』の切り替えは、リモコン端末Ｒの［左向
きの矢印］または［右向きの矢印］が操作される（制御指示が入力される）毎に、その表
示が属する（配置されている）タブ内で、左右方向に１つ分だけ順に移動するよう、制御
される。これにより、ユーザーから見た視認性が向上する。
【００４２】
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　図４および図５は、図３を用いて説明した［メディアプレーヤ］機能において、第１お
よび第２のタブを用い、任意のコンテンツおよびメディアを再生する際の画面表示の遷移
（変化）とリモコン端末の操作による制御信号の入力との関係を説明する（画面）表示例
を示す。
【００４３】
　図４は、図３に示した［メディアプレーヤ］のメインメニューから、『第１のタブ（メ
ディアタイプ表示領域）』を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツを収容
したメディア（媒体）タイプを指定した状態を示す。
【００４４】
　ユーザーのリモコン端末Ｒの操作により、第１のタブ３２１にフォーカスが当てられる
と、第１のタブ３２１は、表示画面の上下方向に拡大される。このとき、第１のタブ３２
１は、第２のタブ３３１に対して前面に位置するよう、表示形態が変更される。すなわち
、第１のタブ３２１は、第２のタブ３３１に対して、平面で見た場合に（第２のタブ３３
１よりも）上面に位置するよう視覚的に目視可能に、表示方法が変更される。
【００４５】
　従って、第１のタブ３２１にフォーカスを当て、第１のタブ３２１を用いてメディアを
選択しようとしているユーザーの視認性が向上する。これにより、操作ミスが生じること
が低減され、ユーザーの利便性が高められる。
【００４６】
　図５は、図３に示した［メディアプレーヤ］のメインメニューから、『第２のタブ（コ
ンテンツタイプ表示領域）』を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツのタ
イプを、指定した状態を示す。
【００４７】
　ユーザーのリモコン端末Ｒの操作により、第２のタブ３３１にフォーカスが当てられる
と、第２のタブ３３１は、表示画面の上下方向に拡大される。このとき、第２のタブ３３
１は、第１のタブ３２１に対して前面に位置するよう、表示形態が変更される。すなわち
、第２のタブ３３１は、第１のタブ３２１に対して、平面で見た場合に（第１のタブ３２
１よりも）上面に位置するよう視覚的に目視可能に、表示方法が変更される。
【００４８】
　従って、第２のタブ３３１にフォーカスを当て、第２のタブ３３１を用いてコンテンツ
タイプを選択しようとしているユーザーの視認性が向上する。これにより、操作ミスが生
じることが低減され、ユーザーの利便性が高められる。
【００４９】
　なお、図４および図５に示した第１のタブまたは第２のタブの表示形態（表示方法）の
変更、すなわち選択された（フォーカスが当てられた）タブの拡大・前面表示は、図３に
示した起動画面からの遷移のみならず、図４および図５により説明したそれぞれのタブが
選択されている状態から、残りのタブを選択しようとした場合においても、同様の表示と
なる。
【００５０】
　すなわち、図４に示したように、第１のタブ３２１により、メディアタイプとして、例
えば［ＳＤ］を選択した状態で、コンテンツタイプを設定するために、第２のタブ３３１
にフォーカスを当てた時点で、図５に示したように、それまで、第２のタブ３３１よりも
幅が広く、第２のタブ３３１に比較して前面側に見えるよう表示されていた第１のタブ３
２１に対して、第２のタブ３３１が前面側に見えるよう、かつ第２のタブ３３１の幅が広
くなるよう、表示が変更される。もちろん、図５に示した第２のタブ３３１にフォーカス
が当てられている状態から第１のタブ３２１へフォーカスが移動された場合には、図４に
示したように、第１のタブ３２１の表示が変更される。
【００５１】
　なお、図４および図５を用いて説明したタブの表示方式の変更は、３以上のタブが用い
られる系（画面表示）においても同様に適用可能であり、フォーカスが当てられたタブが
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最も前面に位置するよう、表示方式が変更される。
【００５２】
　このように、近接して表示される２以上のタブについて、選択されたタブを、前面（上
層）側に見えるよう、視覚的な表示を適用することにより、一層目と二層目（３層以上の
場合には各層のうち）のどれが選択されているかが、明確に視認できる。
【００５３】
　また、一層目と二層目（３層以上の場合には各層のうちの選択された層）について、選
択されたタブを、拡大して前面（上層）側に見えるよう、視覚的な表示を適用することに
より、現在選択されている階層が、どの層から順に選択されたか示す選択済み状態（選択
経路）を表示できる。
【００５４】
　図６は、図４および図５を用いて説明した第１および第２のタブの表示方式を変更する
機能を、ソフトウエア的に説明する概略図である。
【００５５】
　図２に示した「起動画面」が表示され、イニシャライズ動作が完了したのち、メディア
プレーヤ機能が選択された場合、図３により説明した［メディアプレーヤ］機能画面にお
ける第１のタブに［メディアタイプ］として表示すべき、情報の再生が可能なメディアの
有無や、各メディアからのデータの読み出しの可否、各メディアに格納されているコンテ
ンツのタイプとその個数等の情報、すなわち［メディアプレーヤ］としての動作に必要な
データが取得される［０１］。
【００５６】
　続いて、取得したデータに基づいて、図３に示したような［メディアプレーヤ」の起動
画面を表示するための『表示データ』が生成され、出力部１９（図１参照）を経由して、
映像表示装置１０１に向けて出力される［０２］。
【００５７】
　以下、ユーザーによりタブを変更する制御指示、すなわち第１のタブと第２のタブとを
切替える指示入力された時点（どちらのタブにフォーカスを当てるかが選択された時点）
［０３－ＹＥＳ］で、選択されたタブの幅の変更が指示される。すなわち、タブの幅を広
げ、残りのタブに比較して前面に位置するよう視認可能に、選択されたタブを拡大表示す
るよう（選択された）タブの表示が拡大表示される［０４］。
【００５８】
　［０４］でタブの表示が変更された後、タブの表示を変更する引き続く指示の入力の有
無が一定期間の間、検知され［０５］、引き続く変更の指示の入力が無い場合［０５－Ｎ
Ｏ］、図４または図５により説明した、いずれかのタブの幅が拡大された画面表示が表示
される（全体表示）［０６］。
【００５９】
　図７は、図６により説明した表示を変更する方法の別の実施の形態を、ソフトウエア的
に説明する概略図である。
【００６０】
　図２に示した「起動画面」が表示され、イニシャライズ動作が完了したのち、メディア
プレーヤ機能が選択された場合、図３により説明した［メディアプレーヤ］機能画面にお
ける第１のタブに［メディアタイプ］として表示すべき、情報の再生が可能なメディアの
有無や、各メディアからのデータの読み出しの可否、各メディアに格納されているコンテ
ンツのタイプとその個数等の情報、すなわち［メディアプレーヤ］としての動作に必要な
データが取得される［０１］。
【００６１】
　続いて、取得したデータに基づいて、図３に示したような［メディアプレーヤ」の起動
画面を表示するための『表示データ』が生成され、出力部１９（図１参照）を経由して、
映像表示装置１０１に向けて出力される［０２］。
【００６２】
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　以下、ユーザーにより、フォーカスが当てられる対象が、タブの選択（変更）であるか
、タブ以外への移動であるかがチェックされる［１１］。
【００６３】
　［１１］において、タブの選択（変更）が指示された場合［１１－ＹＥＳ］、選択され
たタブの幅の変更が指示される。すなわち、タブの幅を広げ、残りのタブに比較して前面
に位置するよう視認可能に、選択されたタブを拡大表示するよう（選択された）タブの表
示が拡大表示される［１２］。
【００６４】
　なお、［１２］でタブの表示が変更された後、タブの表示を変更する引き続く指示の入
力の有無が一定期間の間、検知され［１３］、引き続く変更の指示の入力が無い場合［１
３－ＮＯ］、図４または図５により説明した、いずれかのタブの幅が拡大された画面表示
が表示される（全体表示）［１４］。
【００６５】
　一方、［１１］において、タブ以外への移動が指示された場合［１１－ＮＯ］、以前に
タブが拡大表示されていたか否がチェックされ［１５］、タブの拡大が選択されていない
場合［１５－ＮＯ］には、引き続く指示の入力の有無（タブの選択の有無）が一定期間の
間、検知される［１３］。
【００６６】
　これに対し、［１１］において、タブ以外への移動が指示され［１１－ＮＯ］、かつ、
以前にタブが拡大表示されていたことが検知された場合［１５－ＹＥＳ］、拡大されたタ
ブが元の表示に戻された後［１６］、引き続く指示の入力の有無（タブの選択の有無）が
一定期間の間、検知される［１３］。
【００６７】
　すなわち、タブの選択がなく、タブ以外の表示、例えば『リスト表示』や任意の機能を
直接起動するために用いる『ボタン表示』が直接選択された場合、それまでにタブが拡大
表示されていた場合には、タブの表示が元の大きさに戻される。これにより、タブが強調
されて、直接指示のための『リスト表示』や『ボタン表示』が目立たなくなるような操作
性に対して影響が及ぶことを抑止できる。
【００６８】
　なお、図４および図５ならびに図３により説明したタブ表示の拡大（選択されたタブの
表示の変更）は、図８および図９に一例を示すが、表示画面の向きが異なる場合において
も実現できる。
【００６９】
　すなわち、図８に示す表示例１３０１は、『第１のタブ（メディアタイプ表示領域）』
１３２１を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツを主要したメディア（媒
体）タイプを指定した状態を示し、第１のタブ１３２１にフォーカスが当てられると、第
１のタブ１３２１は、表示画面の左右方向に拡大される。このとき、第１のタブ１３２１
は、第２のタブ１３３１に対して前面に位置するよう、表示形態が変更される。すなわち
、第１のタブ１３２１は、第２のタブ１３３１に対して、平面で見た場合に（第２のタブ
１３３１よりも）上面に位置するよう視覚的に目視可能に、表示方法が変更される。
【００７０】
　同様に、図９に示す表示例１３０１は、『第２のタブ（コンテンツタイプ表示領域）』
１３３１を介して、ユーザーが再生しようとしているコンテンツのタイプを、指定した状
態を示し、第２のタブ１３３１にフォーカスが当てられると、第２のタブ１３３１が表示
画面の左右方向に拡大される。このとき、第２のタブ１３３１は、第１のタブ１３２１に
対して前面に位置するよう、表示形態が変更される。
【００７１】
　以上説明したように、この発明の実施の一形態を適用することにより、再生可能なコン
テンツに適用されるコンテンツタイプとコンテンツを収容した媒体種別のそれぞれを、コ
ンテンツタイプと媒体種別に応じてグループ化して階層構造を構成し、各階層が含むコン
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示を、残りの階層に表示に比較して、前面側に表示して強調することで、再生指示である
制御指示の入力のための操作性が向上する。
【００７２】
　また、再生のために選択された階層の表示を、残りの階層に表示に比較して、前面側に
表示して強調することで、現在選択されている階層が、どの層から順に選択されたか示す
選択済み状態を表示できる（後から選択された層が拡大されて表示される）ため、現在選
択されているコンテンツやメディアを選択するまでの選択経路が、容易に理解できる機能
的な表示が得られる。
【００７３】
　なお、この発明は、上述した各実施の形態に限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で種々な変形もしくは変更が可能である。また、各実施の
形態は、可能な限り適宜組み合わせて、もしくは一部を削除して実施されてもよく、その
場合は、組み合わせもしくは削除に起因したさまざまな効果が得られる。
【符号の説明】
【００７４】
　１…情報再生装置（プレーヤ装置）、３…光ディスクドライブユニット、５…カードリ
ーダ、７…ＵＳＢ入力ポート、９…主制御ブロック、９ａ…データ取得部、９ｂ…表示生
成部（タブ列生成部）、９ｃ…選択比較部（タブ列比較部）、９ｄ…表示指示部（タブ列
表示切替部）、９ｅ…再生部、１１…メモリユニット、１３…ＤＳＰ（データ処理部）、
１５…ユーザー操作入力部、１７…リモコン受信部、１９…出力部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月10日(2010.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体の種別を表示する第１の表示領域と、
　前記媒体内のコンテンツの種別を表示する第２の表示領域と、
　前記第１の表示領域または第２の表示領域の選択された一方の表示領域を強調して表示
する表示制御部と、
を具備する情報再生装置。
【請求項２】
　前記第１の表示領域は、再生可能な媒体を識別可能な複数の媒体表示領域からなり、任
意の媒体表示領域から選択された媒体表示領域が前記第１の表示領域の長手方向の中央に
移動する請求項１記載の情報再生装置。
【請求項３】
　前記第２の表示領域は、再生可能なコンテンツの種別を識別可能な複数のコンテンツ表
示領域からなり、任意のコンテンツ表示領域から選択されたコンテンツ表示領域が前記第
２の表示領域の長手方向の中央に移動する請求項１記載の情報再生装置。
【請求項４】
　前記表示制御部から出力される画像表示信号を映像信号として外部に出力する信号出力
部をさらに具備する請求項１記載の情報再生装置。
【請求項５】
　前記第１の表示領域と前記第２の表示領域への上記強調表示は、非選択側の表示領域よ
りも幅が広い請求項１記載の情報再生装置。
【請求項６】
　上記強調表示は、選択された表示領域の幅の拡大である請求項５記載の情報再生装置。
【請求項７】
　前記第１の表示領域と前記第２の表示領域への上記強調表示は、非選択側の表示領域の
上と視認可能に表示する請求項１記載の情報再生装置。
【請求項８】
　上記選択された表示領域全体が強調表示される請求項７記載の情報再生装置。
【請求項９】
　再生可能な媒体の種別と再生可能なコンテンツの種別を抽出し、　　
　抽出した媒体の種別を第１の表示領域に表示し、　　
　抽出したコンテンツの種別を第２の表示領域に表示し、　　
　第１および第２の表示領域のうち、選択応答により選択された表示領域を非選択の表示
領域に比較して強調表示する情報再生方法。
【請求項１０】
　強調表示は、非選択側の表示領域よりも選択された領域の幅を広く設定する請求項９記
載の情報再生方法。
【請求項１１】
　強調表示は、非選択側の表示領域の上と視認可能に表示する情求項９記載の情報再生方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明は、上記問題点に基づきなされたもので、媒体の種別を表示する第１の表示領
域と、前記媒体内のコンテンツの種別を表示する第２の表示領域と、前記第１の表示領域
または第２の表示領域の選択された一方の表示領域を強調して表示する表示制御部と、を
具備する情報再生装置を提供するものである。
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